日文翻訳完成版：
　新竹市は、清の時代に既に北台湾の重要な町であり、ここで淡水庁が1756年に設置されており、日治時代には、桃園、新竹、苗栗の行政センターです。当時建立された新竹の州庁は今日の新竹市の市庁舎と成り代わったのです。新竹市では、山、湖、海と草原などの自然景色があり、所謂小さながら美しい町です。それと同時に奥行き深い文化の涵養と現代的な科学技術のようなハイテクの実力を見せることもできるカルチャーとハイテクが混在される町として、古跡や博物館、寺院の建築、伝統及び地方の独特な美食が町中のあちこちに分布されています。また、新竹では、特殊的な地形があったからこそ、毎年の秋冬の季節において、東北方からの季節風が強く吹いていることがあるために新竹の米粉産業を創り上げて来ています。という訳で、新竹も風城という呼び名が与えられて、また風と米粉の故郷とも呼ばれています。
　新竹市は面積が凡そ104平方キロであり、実にそれほど大きくなかったのだが地理的な特色が非常に多くて、町の中にあった18尖山という公園でのんびり散歩をして、長閑な生活を楽しむことができます。市の真中により車で20分ぐらいの車行距離で、17キロメートルに亘って、長い海岸風景のエリアまでに行けますし、また17キロメートルの自転車専用道路と結んだ漁港、海の景色、夕日と美味しいシーフードもあります。ここでは余暇活動、運動、景色を楽しむことができるほかに、最も新鮮な海鮮料理も味わうことができます。
　19ヘクタールの広大な青い草原は、心身をゆったりと休めたり、家族全員でハイキングすることにも適されています。青草湖は台湾の八大景色の一つであり、湖の畔にあった鳳凰橋と諸葛孔明を祀る霊隠寺が新竹の人々にとって、共有の思い出となっています。2010年9月に新竹の許市長は新竹市の観光産業に活力を注ぐために2010年に上海万博で最も輝いた台湾展示館を落札させてから、新竹市までに台湾展示館を遷入させました。また伝統的なガラス産業とハイテクを完璧に結びついた天燈館は、新竹市を代表する新たなランドマークとなり、台湾に旅行しに来ている観光客の観光スポットとしての最良の選択肢となっており、新竹市の観光産業を新たな新境地に推し進めています。
　新竹市では、城づくりがもう三百年に近い歳月を歩んで来ており、中国の諺の言うように庶民達は食べることを第一優先として、歴史文化の町の中に綺麗な建物の外に、きっと思い出に残されている美食の味があって、市内の真中にあった城隍廟や袋小路などに点在した新竹市民の忘れ切れない美食、例えば米粉の炒め、肉団子スープなどのメニューがあります。台湾海峡の両岸に発生した内戦の歴史経緯があって、国民政府は台湾に転入した時に一緒に移り住んで来た兵士達と彼らの家族のお住まいと言われていた眷村が当時の新竹市に43か所にも存在されたことがあったために、中国本土の各省からやってきた人々が故郷の味を持ち合って来て、更に、新竹市の海鮮料理のレシピを入れ混じって、新竹市の伝統の味とまったく新たな多様性の味を擁する美食文化を創り上げており、人々の驚嘆と絶賛を勝ち取っています。
　　「万巻の書物を読み、千里の道を行く」という中国の諺では、人は旅に出るという方法を通して、周辺の環境や世界各地の習慣、景色を認識し、そして本の紹介やメディアに報道される珍しいことと、照り合わせることによって、世界を見る目が広げられたりしていて、好奇心や探究心などを満足させることが出来ます。観光と旅行は、すでに民衆の生活の一部分となっています。「竹塹城を愛着する」という新竹観光のガイドブックは、広々とした新竹を深い認識と体験を案内できる新竹市最良のガイダンスです。
　新竹市市役所の観光処は、貴方様、ご家族とご親友を真心でお招き致しまして、この新竹市の綺麗な風景や、美食、文化、及び科学技術の良さをぜひ、体験して頂きたいです！
　　　　　　　新竹市市役所の観光処
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